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料

支
部
托

於
け
る
我
が
版
権
の

確
立

『

日

清
汽
船
株
式
舎
就
三

十
年
史
及

追
補
』

を
読
む

大

陸

は

吾

人

に

政

治

家

的

意

識

を

輿
へ

る
｡

其
の

玄

陶
に

入

つ

た

時
か

ら

す
で

に

民

族
的
･

商
業
的

精

神
の

見
場
を

感
ぜ

ぎ
る

を

得
な

い
｡

船

が

長

打
の

河
口

に

邁

り
､

四

囲
の

海
が
一

面
の

廃
水

に
.
撃
つ

た

時
､

甲

攻

上

の

人

は

先
づ

驚
異
の

限

を

開
く
｡

黄
浦
江

南

岸
に

樹
々

と

嗣
る

英

米

国
旗

の

敵
性

硬
益
の

示

威
と
､

大
庭

高
検
の

林
立

す
る

上

海
共

同

租

界
の

威

容

に

射

し
､

我
々

は

固
民

的
反

験
感
情
の

掃
き
出
で

る

こ

と

草
葉

じ

が

た

い
｡

揚

子

江

に

蛤

旗

す

る

英

米
の

勢
力
は
､

現

在
退
却

し

っ

つ

あ
り

と

は

青
へ

､

佃
賛
に

驚
く
べ

き

も
の

で

あ
る
｡

}

八

四
二

年
八

月
の

南
京
條
約

締

結

以

衆
ユ

ニ

オ

ン

ジ
ャ

ッ

ク

は

支
部

大

陸
を

支

配
し

衆
た
つ

た
｡

今
や

東

亜

新
秩

序
の

旗
晩
の

も
と

托

こ

の

夷

米
の

資
本

的
侵
略
を

駆

逐

せ

ん

と

我

が

商

穫
は
苦

闘

を

授
け
て

居

る
｡

亜

細

亜

人
の

亜

細

亜

は
い

つ

本

宮
の

ヰ

恥

箕
を

結
ぶ

の

か
｡

｢

上
海
経
済
+

の

箕
相

に

煽
れ

れ

ば

鰯
れ
る

程
､

日

本
の

果
す
べ

き

使

_

命
の

重

大
き

を

痛
感
き

れ

る
｡

上

海
に

上
陸

し

て

支

部
の

成

算
を
い

や

が

上
に

も

見

せ

つ

け

ら

れ
て
､

日

本

人
の

持
つ

政

治

性
乃
至

経
済
性
の

貧
弱

き

を

思

は

ぎ

る

を

得
な
い

｡

一

旗

人
の

心

も
た

だ

歯
士

的

興
奮
で
一

ば
い

と

な

る
｡

支

部
に

向

か

ふ

態

床
は
一

倍
如

何

な
る

も
の

で

な

け

れ

ば
な

ら

な

い

の

か
｡

又

英

米

揮
益

に

射

す

る

虜
置

は

如
何

な
､
る

方

法

を

探
ら

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

の

か
｡

現

地

は

問
題
を

政
七
こ
俄
々

に

挑
む

の

セ

あ

る
▲｡

支

部

問
題
を

解
く

鍾
▲
は

歴
史

准

倣
っ

て

輿
へ

ら

れ
る

あ

で

は
な
■
か

ら

う

か
｡

支
邦

に

射
す
る

人

は
､

歴

見
に

基
い

た

健
金

な

常
識

の

保
持

者
た
. る

こ

と

を

要

す

る

棟
に

恩
は

れ
■
る
｡

■
支
邦
人

に

接
す

る

人
は
､

中

国
の

俸

統

を

理

解
し
た

大
き

く
て

而

か

も

深
い

人

物
た

る

こ

と

を

必

要

上

考
へ

る
｡

今
日
の

大
陸

政

策
に

も
､

も
つ

と

支
部
･
の

磨
史
を

尊
重

し

た

方
策
が

欲
心

い
｡

所
謂

支
部

適
を

排
撃
し

た

こ

と
に

理

由

が

あ
つ

た
■
に

じ

て

も
､

支

部

を
.
識

ら
ぬ

新
人

が

内

地

的
な

尺

匿

卑
以
て

登

場
し
■
準
こ

と
■
は

必

ず

し

も

良

い

こ

と

で
■は
-
な

か

つ

た
｡

満
つ

と

吾

人
は

真
部
に

裁
い

て

畢

ば
■
ね

ば
な

ら

叫



九
.

ヽ

な

い
｡

先
づ

歴

史

を

播
く
べ

き
で

あ

る
川

そ

れ

は
ど

の

分
野

に

で

も

嘗
倣

.

る

こ

.と
で

あ

る
｡

せ

め

て

野

が

8

本

人
の

大

陸

選

出

史

を

凄
ん
で

そ

の

経

験

を
塵

あ

す
■こ
と

を

忘

れ
て

は

な

ら

な

い
｡

･

衰
ボ

大

陸

走

出
の

′一

大
部
門
を

占
め

る

も

の

に

航

業

蜂
が

を
る
午

支

部

に

封

し

て

列

国
■は
た
だ

に

港
宙
の

阻
放

を

迫
つ

た

ぽ
か

り

で

な

く
､

こ

れ

ら

開
嘩

琴
に

射

す
■
る

外
洋

貿

易
の

外
､

治
岸

貿

易

を

も

惑

許
せ

し

め
､

更

に

揚
子

江
を

開
放

せ

し

め
､

又
､一

般
内

地

水

路
の

航
行

を

も

外
国
船

に

許

容

す
る

こ

と

¢
な

つ

た
の

セ

あ

る
｡

こ

の

衣
支

列
国
航

行
樺
は
､

英
･

米

価
･
し

淘

等
忙

依
り
､

就
中

英

国
に

よ

つ

て

開
拓
携
来
せ

ら

れ
た
｡

こ

れ

ら

の

列

国
杜

氏

す

れ

ば
､

象

が

閲
の

麦
邦

航

業
界
へ

進

出

し

た
の

は

甚
だ

遅

く
､

8

清
敢

争

後
で

あ

り
､

そ

の

本

格
的

活

動
は

日

霹

戦
争
後
日

清
汽

舶

株

式

食
敢
新

設
の

時

に

始
ま

る

と

言
つ

て

も

過

言
で

は

な

い
｡

而
か

も

こ

の

立
後
れ

に

拘
ら

ず
､

我
が

官
良
】

致
の

努

力
に

よ
つ

て

着
々

L

航

硬
確

立

吟

資

息
挙

げ
､

今
や

夷
困
に

次
い

で

静

子

江
の

王

者
と

な

ら

ん
と

す
る

所

ま
で

到
･り
つ

つ

あ
る
｡

こ

の

支
部

航

樫
聾

達

見

を

畢

ふ
こ

と

は
､

如
困

の

経

済
角

逸

見

を

識

る

も
の

に

て
､

又

わ

が

商

標
襲

展

史

を

結

く
こ

と

と

な

各

も

の

で

あ

ぁ
｡

今

春
､

四

月
､

湾
居

誠
一

氏
の

編

韓
の

も

と

に

『

日

清
汽
船

株
式

食
紅

三

十

年
史
及

温

補
』

の

一

本

が

襲

刊

き

れ
た

が
､

貿
に

支

部

に

於

伊
る

我

99

が

航

構
の

生

成
並

び

に

襲
蓮
の

歴
史

と

し

て
､

塞
に

得
が

た

き

資
料
を

捜

資

料

僕

し

て

居
る
｡

こ

ゐ

憩
刊

行
物
と
し

て
■は
､

同

じ

く

支

那
の

航

嘩
に

商
僻

す

る

所
秒

､

『

大
藩

汽

癖
森
式

食

堅
一

十

年

略
史
.』
人

噸
和
十

告
ハ

月
五

白

蚤

行
､

ミ

ニ
ハ

重

責
}

■
が

あ

ち
､

衆
く
一

般
航
募

登

達

見
の

資
料
と
し
て
､

■･

『

大
阪

商

碑
林

式

合
祀
五

十

卑
見
』

(

昭

和

九

年
六

月
三

十

日

撃
灯
､

八

八
､

○

頁
附

故

年

欝
七

二

頁
)

並

び

に
､

『

日

本

郵
船

株
式

食
紅
五

十

年

監

(

昭

和

十

年
十

二

月
十

日

挙

行
､

九
五

二

頁
)

の

大
･
筋
の

二

本

が

有
る
｡

後
の

大
阪

商
船

並

び
.
に

日

本

郵
舶
の

五

十

年

史

峠
､

我

が

支

部

航

擢
の

渡

脇
を

物

語
る

頁
を

有
す
る

が
､

■
極

め

て

僅
少

部
分
で

あ

り
､

前
の

大
連

汽

船
の

二

十

年

史

は

樹
海
澤
を

中
心

と

し

た
､

即
ち

北

真
の

我

が

航

硬
史
を

語

る

も
の

で
､

未
だ

仝

支
的

な

も
の

セ

は

な

い
｡

･■
然
■る
に

今
岡
の

′『
日

清

汽
船

株
式

食
紅
三

十

年

史
孜

追

禰
』

は
､

同

社
初

性
質

上
､

揚

子

江

を

中

心
と

し

た

仝

支
に

於

け
る

我

が

航

柾
確
立

史

を

記

す

る

も
の

■
に

て
､

全

巻

は

十

編
に

分
れ
て

由
二

五

頁
､

挿
入

の

固
表
並
び

に

鴬
眞
を

加
･へ
､

全

く

興

味

津
々

た

る

叙

述

に

終

始

し

て

居

る
｡

日

清
汽
舶

株

式

食
紅
の

壁
止

さ

れ

た
の

は
､

明
清

田

十

年
三

月
二

十

五

日

に

て
､

そ
の

前

身

食
紅
た

る

大

東

汽
舶

食
紅

粛
清
二

十

九

年
五

月
大

東

新
制

洋

行
と

し

て

誕

豊
､

大
阪

商
船

骨
敢
(

明
治
三

十
】

年

揚

子

江

航

路
の

開
始
)

､

.
湖

南
汽
舶

食
紅
(

喝
清
三

十

五

年

九

月

創
立
)

､

並

び

に

日

本

郵
船

食
紅
(

明
治
三

十

六

年

蓼
遠

洋

行
の

梗
利

を

買

収
し

揚

子

江
に

進

望
の

四

祀
の

合

同
H

賓
に

依
つ

て

生

誕
し

た

も

の

に

て
､

我

が

衣
女
親

j I 7
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00

柾
確
立

史

上
の

〓
<

黎

明
な

の

で

あ

る
｡

日

清
汽
船

食
紅
の

設
立

書

れ

た

1

常
時
の

嘉
の

航
業
界

撃
三
管
し

て

言
う
｡

嘉
の

開

園
が
一

八

四

二

年
の

南
京
條
約
に

始
ま

り
､

長

江

は
】

八

五

八

年

六

月
の

天

津

條
約

に

依
つ

て

開
放

き

れ
､

沿

岸

貿

易
楳
什

二

八

六
三

年
七

月
の

丁

抹
･

清
囲
問

の

天

津
通
商
條
約

に

依
つ

て

東

琵
き

れ
た
｡

英

国
を

先

頭
と

す

る

列
強

は

こ

れ

専
の

條
釣
上
の

棋
利
を

基
礎
に
､

先
づ

沿

岸

開
港

巷

間
の

航

海
に

乗

出

し
､

次

ぎ
に

揚
子

江
を

瀞
p
､

更
に

支

部
内

地

水

路
･へ
も

舶

を

進
め

る

こ

と

に

な
つ

た
｡

本

『

日

清
汽
.
舶

林

式

食
紅
三

十

年

史
衣

温

補
』

の

弟
】

飼

創
立
の

記

事
は
こ

の

間
の

事
情
を

籠

き
て

詳
し

く
､

支
部

沿

岸

航

蓮

見

の

概
要

を

支
部

沿

岸
の

開
放
､

各

国
汽

舶

食
紅
の

登
■
易
の

二

節
に

分
け

て

箆

喝
し

て

居
る
｡

今
日

本

を

除

く

各
汽
舶

食
紅
の

蓮

田

振

り

を
】

括

し

て

改

野
し

て

行
か

う
り

･.■
､

上

兼
汽
舶
合
祀

(

族
昌

洋

行
)

■

夢

芦
争
乱

P
}

旨
口

答
呂
-

欝
丘
管
t

訂
ロ

〇
｡
･

(

米

支
倉
耕
)

上
海
汽

船

食
紅
は
】

八

六
二

年
米
商
ラ

ッ

セ

ル

商

骨
が

主

力
と

な

り
､

米
支
合

耕
の

資
本

金

官

萬
爾

を

以

て

設

立
せ

ら

れ
た

も
の

で
､

支

那

沿

岸

･

の

み

の

航

澤
を

目

的
と

し

た
､

最
初
の

大

汽
船

食
紅
で

あ
つ

た
一

本

店
は

上

海
｡

⊥

八

七

七

年
に

招
両
局

に

買

収
き

る
｡

.

〓
､

香
港
･

未
発
･

.
寒
円

舞
姐
書
紀

(

省

港

湊
翰
舶

公

司
)

宇
ロ

?

粁

吉
野
〔

呂
t

き

無

音
-

R
ち

警

邑
ロ

ぎ
監

守
.

(

英

国
)

ふ
′

鳴

+

八

大
五

年

英

人
の

設
立

せ

る

食
紅
で
､

支
部

沿

岸
計

根

接
と

す

る
､

純
■
然
た

る

外
囲
汽
船

骨
就
か

最
古
の

も
の

で

あ

る
｡

本
舟
は

香

港
､

南
支

に

於

け
る

航

路

教
礫
を

鯉

督
す
｡

≡
､

支
那

成
業
倉
敢

(

中

国
筋

菓

公

司
)

昏
F
p

賢
者
邑
○

ロ

9
.

.

■

英

国
商
社
太

古
洋

行
は

支
部

貿
易
を
目

的
と

し

て

設
立

せ

ら

れ

た

が
､

一

八

六

六

卑
自
ら

主

鰻
と

な

p
､

他

の

船

主

を

糾

今
し

て
､

貫
首
○

?

邑
e

誌

な

る

∵

組

合

を
組

執
し
､

汽
解

約
五

隻
を

覗
航

空

年

上

海

-
戚

州

航

路

及

び

南
支

方

面
の

航

速

を

開
始
し

た
9

其
の

後
揚

子

江

航

路

に

着

日

し
､

一

八

小

二

年

上

海

-
薄
口

航

路

を

開
始
す

る

に

至
つ

た
｡

之

れ

を

横

骨
と

し

て

2
F
E

O

蜜
{

e

誌

を

解
散
し
､

】

八

七
二

年

輩
本

金

五

拾

高

藤
を

以
て

新
に

支
部
就

業

食
紅
を

租
織
し
､

之

を

撫
承
し

た
｡

本

鳳

を

倫

敦
に

置

き
､

大

挙
王

た

訂

太

古
洋

行
(

ぎ
t
t

胃

管
-

払

紆

㌢
-

且
■

が
､

絶
代
理

店
と

し

て
一

骨

経

皆
の

任

に

首
つ

て

居
る
. ｡

四
､

■
印

度
支
那
克
美
舌
鼓

(

印

尿
中

固
航

菜

公

司
)

H

邑
?

ぎ
臣

穿
㌢
欝
身
長
｡

2

C
｡
.

(

英

国
)

恰

和

洋

行
.
(

J

邑
5

.

芭
r

誉
訂
若
戸

知

Q
O
･

)

は
､

英

国
東

印

定
食

祀
の

解
散
と

同

時
に

設

立
せ

ら

れ
た

も
の

で
､

最
も

古
き
印

度

!
支
部

貿
易
商
で

み
る
｡

常
時

に

於

伊
る

貿
易
商
は
､

大
部
分
船

舶
を

自
ら

町
有

運

航

し
た

の

で

あ
つ

て
､

胎
和

洋

行
の

働

は

常
に

支
部

紆

岸

に

凍
航

し
､

南
京
條
約

締

糖

後
逸

早

く
香

港

-
漬
菜

問
の

･
小

定

期
航

路

を

開
始
し
､

･
ホ

3 Ⅰ8



101

す

後
に

静

子

江
に

進

出

す

る

に

到
つ

た
｡

印

度
支
部

成

業

骨
敢
は
】

八

八
】

年
十
一

月
に

そ
の

尻

軽

掌
握

す
る

子

食
紅
と

し

て

胎

和
洋

行
に

よ
つ

て

設

立

さ

れ
､

公

稀
資
本

官

式
拾

高

藤
､

本

店
を

倫

敦
に

置

き
､

恰
和

洋

行
が

之

が

絶
代

理

店
で

あ

る
+

五
､

夢
洗
洋

行

琵
琶
出
p

巨
.

知

Q
〇

.
(

英

国
)

蓼
遠

洋

行
は

上

海
に

本

壊
を

置
く
､

英
人
ジ
ョ

ー

ジ
･

マ

ク
ペ

イ

ン

の

鯉
昏
に

係
る

貿
易

商
で

あ

る

が
､

】

八

七
三

年

小

形

船
二

集
を

以
て
､

上

海

-
湊
口

航

路

を

開
始
し
､

狗

力

以
て

強

敵
の

中

に

侵
入

し

た
｡

軽
骨

三

十

年
に

し

て
一

九

〇
三

年
我

ボ

日

本
.
郵

舶

骨
祀
に

買

収
せ

ら
る

る

に

重

つ

.
た
｡

蓼
遠

洋

行
の

九

江
･

漠
口

等
の

鵡
頭

設

備
は

英

租

界
に

衣
つ

て
､

英

国
以

外
の

他

国
に

之

が

使
用

を

禁

じ
て

居
た

た

め
､

買
収

後
も

表

面

上

は

依

賂

同

洋

行
の

名
の

下

に
､

英

国
旗
を

掲
げ

て

螢

業
を

継

続
し
､

日

清

汽
舶

骨
祀
設

立
の

時

に

至

つ

て
､

初
め

て
一

切
の

引

継
を

完

了

し

た
■の
で

あ

る
｡

六
､

輸
鵜
摺

帝
穂

局

凸
F

F
p

胃
e

昌
}
】

己
-

d

望
e

p
-

ロ

当
彗
1

i

管
t
-

(

芦

0
〇
.

(

支
部
)

李
鴻

章
の

提
唱

に

基
き
一

八

七

二

年

十
二

月
､

四

拾

七

萬

南
の

賓
本

金

を
.
以

て

設

立

き

れ

た
､

支

邦
人

経
皆
の

最
古
に

し

て

又

最
大
の

汽
舶

骨
敢

で

あ

る
｡

略
解
は
一｢
招
商
局
+

｡

そ
の

社
業
の

起
伏

常
な

ら
ぬ

も
の

は

有
る

が
､

支
部

政

府
を

背
景

と
し

て

趣
め

て

安
岡
な

る

地

盤
の
.
上
に

立
つ

て
､

資

料
.

丸

九

多
年
の

努
力

を

傾

注

し

た

絡

め
､

其
の

軽
骨
す
る

奴
路
は

沿

岸
及

び

揚

子

江
の

各
方

面

に

亙

り
､

優
に

太

古
･

胎

和

南
洋

行
に

括

称
す

る

勢

力
と

し
･

て

謳

は

る

る

こ

と

久

し
い

の

で

あ
る
｡

七
､

薫
兼
汽
船
合
祀

(

享
賓
公

司
)

拭
2

鼓
弓
g

A
}

ゴ
わ

ユ
軒

己
-

訂
の

F
q

竹

箆
粁

e
t

訂
-

弓
t

A
＼
P

(

燭

逸
)

鴻

逸

汽
船

合
祀
の

砥
湊
米
汽

舶

骨
敢

は
､

一

入

九

九

年

軍

資
公

司
の

名

の

下
に
､

汽
舶

二

条
を

以

て

上

海
湊
口

航

路

を

開
始
し

た
｡

掬

逸
勢

力

始

め

て

の

揚

子

江
侵
入
で

あ
つ

た
｡

鞠

商
囁

記

洋

行
を

代
理

店
と

し

て

活
躍

し

た

が
､

遼

に

業
績
馨
ら

ず
､

揚

子

江

航
路

を

断
念

す
る

に

室
つ

た
｡

八
､

北

碍
ロ

イ

ド
社

宅

専
(

岩
e

已
芳
F
e

り

亡
-

○

官
-

(

鵜

逸
)

北
親
ロ

イ

ド

祀
も

赤
､

】

九
.
〇

〇

年
汽
僻
三

隻
を
以

て

上

海

1
漢
口

航

路
を
､

同
】

隻
を

以
･て
漠
ロ

ー
宜

昌

航

路
を

開
始

し
､

狗

商

美
最
時

洋

行
を

代
理

店
と

し

て
､

揚
子

江
に

侵
入

し

衆
つ

た

が
､

之

亦

大
な

る

琴

展

を

許
き

れ

な
か

つ

た
｡

九
､

東
方
輪
般
公

司

昏
冒
p

耳

管
首
L

首
-

急
ぎ
∈
ル

･
賢

司
p

5 .
管
t

5
.

ロ
(

備
/

固
)

狗

逸
に

稗
後
れ

て
､

一

九

〇
五

年
彿

騎
西

も

亦

贅
本
金

首
拾

萬
爾
を

以

て

東

方

翰
船

公

司

を

設
立

し

て
､

汽
舶
三

寒

を

新
逸
し
､

上
海

1
事
故

上

海

-
藻
口

航

路
を

開
始

し

た
｡

彿
商

立

興

津
行
之

が

代
理

店
上

し

て

活
躍
し

た

が
､

各

祀
と

の

義
挙
激

烈
に

し
て

業

績
不

在
で

卑
つ

た
｡

きⅠ9



ウ

【一l b

一

橋

論

革

袋
八

巻

第
三

鍍

七
れ

辱
め

航

葺
合
祀
に

伍
し
て
､

我

が

航
樺
を

存
立

す
る

こ

と

ば

容

易

な
こ

と
で

は

な
か

つ

た
｡

日
･

英
･

支
･

猫
･

傭
の

ビ

ッ

グ

い

フ

ァ

イ

ヴ

が
､

各
周
旗
の

面

子

を

賭
し

て

角
逢
し

た

惜
形
は
､

今

に

想
ふ

だ

け
で

も

壮

観
で

あ
る
｡

我

ポ

四

食
紅
の

勢

力

を

合

同
し

て
､

協

力
放

て

外
囲
灯

慣
ら

ん
と

し
た

奉

安
は
､

日

本

海
遅

発
展

史

上

特

記
せ

ら

る

べ

き

も
の

に

て
､

新

野
甘

潜

汽

舶

株
･
式

食
紅
は

政

府

後
援
の

下

に
､

着
々

鯉
昏
に

努

力
し
､

女

帝
笹
敢
業
の

聾

達

を

見
る

に

到
つ

た

の

は

香
ば

し

い

限
り

で

あ

る
｡

本

三

十

蘇
史
の

記
述

に

依
れ

ば
､

航

樺
確
立

の

蔑
め

に

は
､

先
づ

船

腹
の

改

良
､

水
陸

設

備
の

充

賓
を

第
一

要

件
と

し
､

船

員
の

質

的

向

上
､

経

皆
の

健

箕
化
を

夢
二

要

件
と

す

る

が

如

く
で

あ

る
｡

日

清
汽

船

骨
祀
は
こ

の

物

心

爾

両
の

條
件
を

漸
次

峯

備
し
､

牧
益

の

逓

増
を

告

げ

得
る

に

到
つ

打
｡

支

那

忙

於

申
る

合
祀

事
業
の

利
潤

率
は

決

し

て

低
い

■
も
の

で

は

な
い
｡

同

菓

者
の

競
争
､

､
排
日
､

内

乱
､

飢

饉
､

銀

下

落

等
の

事
故

が

起
ら
ぬ

と

す

れ
ぼ
､

航

行
業
者
の

利

益

ほ

賓､

に

彪

大

な

も
の

に

な
つ

た
で

あ

ら
う
｡

殊

に

排
昆

の

影

響
は

甚

大
で

あ
つ

て
､

か

か

る

危

険

が

随

伴

す
る

所
に

牛

封

建
的

半
値
属

地

的

支

部

に

於

け

る

外
国
人

企

業
の

特

色

が

見

出
き

れ

る

の

で

あ

る
｡

本
書

第
二

編

事
業

概
況
の

記

事
は
､

食
紅
の

聾
展

史

を

語
る

も

の

に

て
+

数
十

編
我

社
の

特

殊

性
の

記

事
と

共
.
に
､

這

般
の

事
情
を

明
ら

か
･
に

し

て

屠

る
｡

∴

日

商

汽

舶

食
紅

が
+

雷

同
し

た

最
初
.の
障

害
ほ

英

国
側

の

妨

音
で

あ
サ

ー

鵜

た
｡

揚

子

江
は

常
時

英

国
汽
船

の

鴻

寧
場
で

あ
つ

た

と

見

倣
.し
て

良

く
､

日

本

郵
船

合
祀
の

如

き
ぜ
へ

1

蓼
遠

洋

行
の

樺
利

を

箕
改
し

て

も
｢

九

年
･

漢
口

等
の

設

備
使

用
を

許
き

れ

ず
､

英

国
旗
を

掲
げ

て

航
行
せ

宮
る

を

得

な
か

つ

た

事
は

既

述
し

た

所
で

あ
る
｡

英

国
側

太

古
･

恰

和
席

洋

行
は

溜

繭

局

を

促

吸
心

て
､

共

同
し

て

競
争
を

挑
み
､

運

賃
同

盟
は

ま

だ

し

も

日

清
汽

額
叫
舶

が

海
難
す

る

も

之

を

救
助
せ

ず
と

秘
か

に

潮

来
■し
た

と

㍉
へ

曝
き

れ

て

屠
る
｡

発
住

着
た

る

英

商
が

最

善
の

水

陸

設

備
を

濁

占

し

て

居

る

の

は

致
し

方
が

な
.
い

と

し
■て
も
､

彼

等
は

後
遵
の

日

本

蜘
が

構

頭

等
の

設

備
充

貸
の

た

め

土

地

を

買

収
せ

ん

と

す

る

の

を
.
極

力
妨
害
し
､

偶
歯
上

海
租

界
の

外
敵
の

土

地
､

某
湖
の

祝

園
所
有
地

筆
の

我

が

冥
入

交

渉

を
不

調

に

終
ら

せ

て

し

ま
つ

た
の

で

あ

る
｡

次

ぎ

に

受

け
た

而
し

て

最
も

大
き
な

障
害
は

排
拝

読

白

運
動
で

参
る
｡

本
三

十

年

史

は
､

我
が
細

甲
爛
町

長
大
の

支

部

排
外
運

動
の

射

手
七

な

り
､

･

断
繚
三

十

年

前

後
九

同
の

排
日

洗
日

史
を

記

赦
す

る

に

至

つ

た

と

記

し

て

居
り
､

こ

の

間
8

清

汽
船

の

経
螢
が

眞
乎

｢

囲
壌
の

死

守
+

た

る

に

寧
つ

た

と

述

ぶ

る

所
は
､

吾

人
の

襟

を

正

き

し

め

る

も
の

が

あ

る
｡

そ
の

う

ち

最
も

大

な

る

排
日

運
動
は

大

正

四

年
二

†
一

ケ

條
日

支

交

渉
■
に

基

因

す
る

第
三

国

日

貨
排
斥

運
動
と

昭

和

六

年

萬

賓
山

事
件
､

清
洲

事
襲
､

上

海
事

欒
に

基
因

す

る
､

第
九

国

民

貸

排
斥

連

動
と

の

三

つ

で

あ

る

琴
に

思

ほ

れ

る
｡

二

十
一

ケ

健
闘
題

匠

基
因

す

る

排

貸
運

動
ば

従

来

に

見

な
い

激

烈
■き

爪
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侶
｢

⊥

▼

■
ウ
ー
て
+

一
r

で
､

日

支
貿

易
に

及

ぼ

し

た

影
響
は

甚
大
な

る

も
の

が

あ

り
､

揚

子

江

各

航

路
と

も

支

邦

人

横
荷
は

久

し

く

皆
無
の

欺

惑
に

陥
り
､

相

常
の

打

撃
と

な
つ

た

の

み

な

ら

ず
､

排
貨
運

動
が

政

治
運

勢
と

給

付

き

且

壌
業

的

運

動

着
を

生
じ

た

こ

と
､

及

び

五

月
九

日

が

囲
恥

記

念
日

と

な
つ

た
こ

と

等
､

鯛

を

後
日

に

遺
し

た

も

の

で

あ

る
｡

又

昭

和

六

年

清
洲

問
題
に

基

因

す
る

排
日

運

動
は

最
近

の

も

の

で

ぁ
っ

て
､

過

去

数
次

に

亘

る

経
鹸

に
･
よ

り
､

戦
術
は

如
に

入

り
､

組

織
漫

然
と

し
て
＼

嘗
つ

て

見

な
.
い

険

悪
秒

徽

供

を

示
し
､

港
に

戦
闘

釈
遷
に

も

立

ち
到
つ

恵
も
の

で
､

■
今
回
の

支
那

事
靡
の

遠

因
と

も

成
る

の

で

あ

る

∴

幸

に

し
て

今

次

支

部
事
欒
の

結

果
､

■
新
国

民

政

府
の

日

支
提
携
主

義
に

基

き
､

排
日

将

帥

は
】

挿
さ

れ

ん

と

す

渇

に

到

つ

た
｡

我
が

航

樺
は
､

故
に
一

大

障
害
を

超

克
し

得
た
切

で

あ
つ

て
､

今

後
の

辛
展

は

期
し

て

待
ち
■
周
る

所
で

あ

る
｡

今
や

東
亜

新
秩

序

に

於

け

る

我

が

航

樺
の

確
立

の

必

要

が

痛
感
き

れ
､

.

不

用

有
害
の

競
争
を
一

掃

七

我

が

海
運

力
の

糾
合
を

計
る

蔑

め
､

由
和

紳

書

十

四

年
八

月
東
亜

海
運

林

式

食
紅
が

新
設
せ

ら

れ
､

日

清

汽
船

食
紅
は

創

業
以

埜
二

十

二

年

四
ケ

月
優

に

な
る

共
の

営
業
を

全

部
之

に

移
譲

す
る

に

到
つ

驚

本

書
が
三

十

年

見

た
る

ば
か

り

で

な

く
. そ
の

迫

補
と

宿
す
る

は

こ

の

東
亜

海
運

林
式

合
祀
の

設

立

史

を

記

述

し

た

か

ら
で

あ
る
｡

本

書
の

償

倍
は

こ

の

迫

補

に

依
つ

て

極

め

七

歴
史

的

な
も

の

と

な

つ

た
｡

吾

人
は

歴

卑
を

忘
れ
て

は

な

う

滋
｡

大

陸
の

経
論
ま
た

始
り

で

あ
る
｡

終
り

に

本

三

十

年

史
の

序

文
､

せ

清

汽

船

株

式

食
紅
取

締

役

骨
長

岡

田

永

太

廊
戌
の

言

葉
を

掲
げ

た

い
｡

→

本

書
編

纂
の

目

的

は

固

よ

り

祀
菓
の

襲

遷

を

明
ら
か

に

す
る

に

在
る

も
､
‥

叉

白

か

ら

故

き

を

温

ね
て

新
し

き

を

知

る

の

意
な

き

に

非

ず
｡

若
し

夫

焚

陰

約
の

裡
に

大

陸

経
皆
の

要

諦
を

語

り

新
秩

序
の

建

設

に

責
す

る

も
の

あ

ら
ぼ
､

幸
甚
之

に

過
ぎ

ぎ

る

な

㌔
+

と
｡

そ
の

意

を

得
た

も
の

で

あ
ぁ
｡

我

等
は

国
士

的

信
念

を

以
て

大

陸

聾

展

史

を

緒

く
べ

き
で

あ
る

と

思
収

れ
る
｡

(

在
上

海

-
大

平

喜
梧
)

賓




